


 

 

 

 未来を創る京都文化遺産継承プラン～京都市文化財保存活用地域計画～（2021－2030） 

の策定に当たって 

 

「文化財」と聞くと，皆様は何を思い浮かべるでしょうか。 

京都には，寺院や神社の建造物をはじめ，彫刻や絵画，伝統工芸・伝統芸能，祭礼行事，遺跡・庭園，

更には天然記念物に指定されている動植物に至るまで，実に多種多様な文化財が存在しています。また，

市街地の約４割が埋蔵文化財の包蔵地であるなど，文化財の宝庫と言える京都には，「京の食文化」や

「京のきもの文化」，「京の地蔵盆」などの豊かな暮らしの文化が各地域に根付き，人々の生活に潤いを

もたらしています。 

これらを総称した「文化遺産」は，疫病・争乱・自然災害など，あまたの苦難を乗り越え，先人たち

が守り・伝えてきた京都の宝であります。そして，まちの活性化や地域力の向上に貢献し，「京都が京都

であるために」不可欠なものです。そんな文化遺産を，本市ではこれまで市民ぐるみで大切にしてきま

した。 

しかし，時代の流れに伴う核家族化の進展，少子化・長寿化の進行により，現在，住民相互のつなが

りの希薄化が懸念されています。地域の祭りなど伝統的な習慣を伝える機会の減少や文化財保護に携わ

る担い手不足にコロナ禍が追い打ちをかけ，かけがえのない文化遺産を維持・継承していく難しさは，

年々増してきています。 

こういった状況を打開するためには，市民の皆様に文化遺産により多く触れていただき，一層身近な

ものとして感じていただく必要があります。そのため，文化遺産を「守る」だけでなく，積極的に「活

用する」，そんな視点がこれまで以上に重要になっています。 

京都に伝わるこの大切な宝を確実に守り，活かし，未来へ伝えていくため，この度，「未来を創る京都

文化遺産継承プラン～京都市文化財保存活用地域計画～」を策定しました。 

本プランは文化遺産に焦点を当てた計画として，本市が初めて策定するものです。これまでの取組の

成果をまとめるとともに，文化財の保存活用に総合的に取り組むための今後１０年間の指針でもありま

す。来年度京都に全面的に移転する文化庁とも手を取り合いながら，本プランに基づき，文化財の「保

存」と「活用」の好循環で，地域の活力を生み，未来への責任を果たしてまいります。皆様の一層の御

理解，御協力をお願い申し上げます。 

結びに，本プランの作成に多大なお力添えをいただいた「京都市文化財保護審議会」の委員をはじめ

関係者の皆様，貴重な資料を御提供いただいた皆様に，深く感謝申し上げます。 

                  

 

 

令和３年７月    京都市長 
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 序章 

1．計画作成の背景と目的 

京都は，平安遷都以降，幾多の困難を乗り越え，千年以上にわたって我が国の都として，絶えず新

しい文化を創造してきた，世界でも類を見ない都市である。この稀有な歴史を持つ京都には，多くの

有形，無形の文化財が存在し，所有者をはじめ関わる市民の尽力により守り伝えられている。また，

文化財に指定，登録されていないものの中にも，歴史的町並みや食文化，きもの文化，年中行事など

の豊かな暮らしの文化が，文化遺産として市民生活に息づき，地域の活性化に大きな役割を果たし

てきた。 

しかし，近年の人口の減少や地域社会における関係の希薄化などの社会状況の変化は，文化財を

含めた文化遺産の担い手不足等とも密接に関わっており，維持継承の在り方も変化している。 

このような状況の中，平成 31 年（2019）3 月に京都市文化財保護審議会から「京都市におけるこ

れからの文化財保護の在り方について（答申）」（以下，「答申」という。）が提出された。 

答申においては，暮らしの文化など，京都の人々の生活，歴史と文化の理解のために欠くことがで

きない有形，無形の文化遺産の全てを「京都文化遺産」と位置付け，維持継承を図るとともに，それ

ぞれの京都文化遺産の価値を最大限に活かすことができるよう，最適な手法による「保存と活用の

好循環」を目指すことが示されている。 

「未来を創る京都文化遺産継承プラン～京都市文化財保存活用地域計画～」（以下，「本計画」とい

う。）は，答申及び文化財保護法の改正（平成 31 年（2019）4月施行）を受けて，歴史都市・京都の

まちの発展の基盤である京都文化遺産を，行政だけでなく市民一人一人が体験し，楽しみながら，持

続的に後世につないでいくため，多様な京都文化遺産の特性やその置かれた状況に応じた「保存と

活用の好循環」の創出を目指すものである。計画期間である今後の 10年間は，好循環を生み出す環

境の整備に向けて，市内外で行われる京都文化遺産に関する様々な取組について幅広く発信し，情

報共有を図るとともに，多くの関係者が連携，協力して取り組むことを目指したネットワークづく

りを進めるものとする。  
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2．計画の位置付け 

本計画は，平成 31年（2019）4 月に施行された文化財保護法に位置付けられた法定計画として京

都府文化財保存活用大綱を勘案して取りまとめるものである。また，「はばたけ未来へ！ 京
みやこ

プラン

2025（京都市基本計画）」（令和 3 年（2021）3月策定）を上位計画として，平成 31年（2019）3 月

に京都市文化財保護審議会から提出された答申を踏まえて作成する文化財保護に係る分野別計画で

ある（図表 1）。 

 

 

部門別計画

京都市基本計画

京都市基本計画（第１期）

＜平成13年(2001)～平成22年(2010)＞

はばたけ未来へ！ 京プラン
京都市基本計画（第２期）

＜平成23年度(2011)～令和2年度(2020)＞

みやこ

みやこ

はばたけ未来へ！ 京プラン2025

京都市基本計画（第３期）
＜令和3年度(2021)～令和7年(2025)＞

分野別計画

未来を創る
京都文化遺産
継承プラン
京都文化遺産の

維持継承に関する

基本的な

マスタープラン兼

アクション・プラン

京都文化芸術都市創生計画

京都市地域コミュニティ
活性化推進計画

京都観光振興計画

京都市伝統産業
活性化推進計画

京都市地球温暖化対策計画

京都市はぐくみプラン
(京都市子ども･若者総合計画)

京都市歴史的風致
維持向上計画

京都市景観計画

京都市京町家保全・
継承推進計画

京都市都市計画
マスタープラン

京都市緑の基本計画
「まち・ひと・しごと・

こころ京都創生」総合戦略

大学のまち京都・
学生のまち京都推進計画

京都市生物多様性プラン

京都市地域防災計画

京都市レジリエンス戦略

京都市環境基本計画

未来を創る京都文化遺産継承プランの施策と相互に連携，融合を図りながら，
まちづくりの一環として京都文化遺産の維持継承の取組を推進

市政の基本方針

京都市基本構想（グランドビジョン）

＜平成13年(2001)～令和7年(2025)＞

市会の議決を得て平成11年(1999)年12月17日策定

都市理念（都市の理想像）

世界文化自由都市宣言
市会の賛同を得て昭和53年（1978）10月15日宣言

地域別計画

各区基本計画

各区基本計画（第２期）

＜平成23年度(2011)～令和2年度(2020)＞

各区基本計画（第３期）
＜令和3年度(2021)～令和7年(2025)＞

※令和3年4月1日現在，各区において作成中

各区基本計画（第１期）

＜平成13年(2001)～平成22年(2010)＞

文化財保存活用計画 個々の文化財の保存・活用を進めて行くための指針となる基本的な計画

・ 世界遺産「古都京都の文化財（京都市，宇治市，大津市）」包括的保存管理計画（令和3年4月1日現在 作成中）
・ 元離宮二条城国宝・重要文化財 (建造物) 等保存活用計画 等

21世紀の京都のまちづくりの

方針を理念的に示す

全市的観点から取り組む

主要な政策を示す

各区の個性を生かした

魅力ある地域づくりの指針を示す

相互に補完

政策分野ごとの

具体的な取組を示す

（関連計画）

相互に

連携・

融合

保存・活用の考え方や

取組の方針等の整合

図表 1 計画の体系 



3 

 

3．計画期間 

本計画の計画期間は，令和 3年度（2021）から令和 12 年度（2030）までの 10 年間とする。 

また，次期京都市基本計画の終期である令和 7 年（2025）に合わせて，必要に応じて見直しを行

うものとし，その際は，軽微な変更を除き，改めて国の認定を受けるものとする。 

 

4．用語の定義 

文化財保護法及び京都市文化財保護条例による保護の対象となる文化財等は，有形文化財，無形

文化財，民俗文化財，記念物，文化的景観，伝統的建造物群，埋蔵文化財，選定保存技術及び本市独

自の文化財環境保全地区であるが，京都が未来に伝えていきたい「文化財」はこれらのものに限られ

たものではない。 

本市においては，現行の法や条例では文化財等として評価が難しかった生活文化などを独自に選

定し，その価値を伝える制度を創設する等の取組を行ってきた。こうした経緯を踏まえ，本計画にお

いては，人々の生活，歴史と文化の理解のために欠くことができない有形，無形のものを「文化遺産」

とし，京都にある全ての文化遺産を「京都文化遺産」と位置付け，維持継承を図っていく（図表 2）。 

 

 

 
 

 

（市独自の文化財）

指定・登録等の対象と
なりうる「文化財等」

必ずしも指定・登録等の
対象とならない「文化財等」

京都文化遺産

（法や条例による文化財等）

有形文化財
無形文化財
埋蔵文化財

民俗文化財
記念物
選定保存技術

文化的景観
伝統的建造物群

文化財環境保全地区

指定・登録・選定
認定

“まち・ひと・こころが
織り成す京都遺産”制度

“京都をつなぐ
無形文化遺産”制度

“京都を彩る建物
や庭園”制度

選定

認定・選定

（条例による市独自の文化財）

図表 2 京都文化遺産の位置付け 
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 第1章 京都市の概要 

1．自然的・地理的環境 

（１）京都市の位置・面積 

京都市は，京都府の中央部よりやや南に位置し，東は滋賀県，北は南丹市，西は亀岡市，南は宇

治市，長岡京市等に接する（図表 3～図表 5）。面積は 827.83 ㎢（図表 6）と府内の市町村では最

も大きく，京都府の総面積（4,612.2 ㎢）の約 18%を占め，11の行政区で構成されている（図表 7）。 

また，大阪市，神戸市と並ぶ近畿地方の大都市の一つとして，都市機能が集中する京阪神大都市

圏の一角を形成している。 

 

 

 

 
 

(出典)京都市都市計画マスタープラン 

（平成 24 年（2012）） 

 

 
(出典)京都府ホームページ「府内市町村地図」 

 

方位 地名 経緯度 

東端 伏見区醍醐三ノ切 

（陀羅谷） 

東経 135 度 52 分 

西端 右京区 

京北下宇津町大山 

東経 135 度 33 分 

南端 伏見区淀生津町 

（木津川の北岸） 

北緯 34 度 52 分 

北端 左京区久多上の町 

（三国岳の頂上） 

北緯 35 度 19 分 

  

図表 3 関西における京都市の位置 図表 4 府内における京都市の位置 

図表 5 京都市の範囲 
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令和元年（2019）10 月 1 日現在       (出典)京都市ＨＰ 

 

（２）地形・地質 

京都市では，北部に丹波高地の一部を構成する北山山地が広がっており，南部には京都盆地を中

心に市街地が広がり，その東側には山科盆地が位置している（図表 8）。 

市街地には，鴨川，桂川，宇治川が流れ，南部で合流し，淀川となって大阪湾に流れ込んでいる

（図表 9）。 

このように京都盆地を流れる川と盆地を取り巻く山々が特徴的な京都の地形は，古来から「山紫

水明」と称され，人々に親しまれてきた。 

なお，こうした京都の地形は断層活動により形成されたものであり，数万年前は湖の底であった

といわれている。このため，盆地の東部にある東山洪積世植物遺体包含層では，太古の植物化石が

数多く確認されており，北部にある深泥池
みぞろがいけ

では，太古からの動植物が今も生き続けている。 

また，京都盆地に堆積している砂礫層には，多くの地下水が包蔵されており，この良質な水脈が，

茶道，庭園，友禅染や酒づくり，豆腐づくりなどの京都の文化を生み出している。 

  

区域 面積(㎢) 

京都市 827.83 

北区 94.88 

上京区 7.03 

左京区 246.77 

中京区 7.41 

東山区 7.48 

山科区 28.70 

下京区 6.78 

南区 15.81 

右京区 292.07 

西京区 59.24 

伏見区 61.66 

図表 6 京都市の面積（行政区別） 図表 7 京都市の行政区 
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図表 8 京都市の標高図 
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図表 9 京都市の河川図 



8 

（３）気候 

京都市は，年間平均気温 16.0℃前後，

年間降水量 1,500mm 前後で（図表 

10），瀬戸内海式気候に属する。海から

遠く，山城盆地の奥部に位置するため，

平野部では盆地性，山間部では山岳性

の気象特性を示す。 

また，盆地を成した地形と相まって，

夏は高温多湿，冬は低温・底冷えとい

う京都特有の気候を生み出しており，

四季の移り変わりが明瞭である。この

ような気候は，京都の人々の歴史観や

自然に対する美意識の源泉となり，文

化にも影響を与えている（図表 11）。 

一方で，近年では，我が国初の特別警

報が出された平成 25 年（2013）の台風 18 号に伴う大雨や，平成 30 年（2018）の台風 21 号に伴

う強風など，自然災害が増加しており，気候変動等が京都文化遺産にもたらす影響が懸念されてい

る（図表 12）。 

 

 
             夏のしつらえ               冬のしつらえ 

  
（出典）『京町家の再生』（（公財）京都市景観・まちづくりセンター編，平成 20 年(2008)） 

 

 

（出典）『京都市文化財ブックス 34 京の礎 2』 
（京都市，令和 2 年（2020）3 月発行） 

図表 10 京都市の年間の平均降水量と平均気温 
平成 21 年（2009）～平成 30 年（2018）の平均値 

 

図表 12 平成 29 年（2017），30 年（2018）の 
  強風により毀損した勝林院本堂 

図表 11 季節に合わせた京町家のしつらえ 

54.8 82.1 113.6 133.2 141.4 193.9 248.1 167.7 238.0 147.8 79.9 67.9
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9.0 

14.5 

19.7 

23.4 

27.8 
28.7 

24.3 

18.7 

12.5 

6.9 

0

50

100

150

200

250

300

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均降水量(mm) 平均気温(℃)

（℃） （mm）

（出典）気象庁ＨＰ 
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（４）生物の多様性 

京都では，市内北部を中心に広がる山林（図表 8）や，中心部を流れる鴨川，桂川，宇治川をは

じめとした河川（図表 9）など，都市でありながら豊かな自然が残されており，四季が明瞭な気候

風土にある。これらは京都に生息する動植物の多様性とも密接に関係している。 

京都の先人たちは，山林から暮らしに必要な燃料となる落葉・割り木の調達を行うとともに，山

林から得られる植物資源を活用して竹工芸や北山丸太などの伝統産業を発展させた。 

また，厄除け粽
ちまき

を授与する祇園祭，葵の葉を装飾として用いる葵祭などの伝統行事（図表 13）

や，自然環境を上手く取り入れた寺社の境内や庭園など，豊かな自然の恵みを活かし，魅力的な文

化を築き上げてきた。 

近年，生活様式の変化に伴い山の手入れが行われなくなったことや，外来種が増加していること，

気候変動の影響等により，生態系の急激な変化が生じ，文化の維持継承への影響が懸念されている。 

 

 

 

 

 

 

図表 13 森林資源を用いた伝統行事 

葵祭 

フタバアオイ 

祇園祭 

 チマキザサ      粽 
 

＜祇園祭とチマキザサ＞ 

京都の三大祭の一つである祇園祭。無病息

災を願うこの祭りでは，厄除けとして粽
ちまき

が授

与されている。京都のまちを歩けば，多くの

家の軒先に，粽が飾られており，祇園祭を彩

る重要な要素といえる。 

チマキザサは，粽の原材料となるもので，

他のササと違い毛がないのが特徴である。本

州，四国，九州等の産地に生育しており，京都

市域では，花脊
は な せ

や八丁平
はっちょうだいら

で見ることができ

る。15 年ほど前に発生した一斉開花による枯

死とその後のシカの新芽食害により，近年チ

マキザサの生育が懸念されている。 

 

＜葵祭とフタバアオイ＞ 

 葵祭は上賀茂神社と下鴨神社の例祭で，今

から約 1500 年前に始まったとされている。も

ともとは「賀茂祭」と呼ばれていたが，江戸時

代に祭が再興されてから葵の葉を飾るように

なり，「葵祭」と呼ばれるようになった。 

 祭には毎年 1 万枚程度のフタバアオイの葉

が用いられている。かつては上賀茂神社の

境内
けいだい

に自生するものだけで賄えていたとされ

ているが，近年，自然環境の変化やシカの食

害による影響で，その調達が難しくなってき

ている。 
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（５）景観 

京都の景観は，1200 年を超える京都の歴史や文化

を表象するものであり，京都における都市の活力の源

泉となっている。 

京都の景観の骨格は，三方の山々に囲まれ，内部に

川筋のある特徴的な風土が生み出す盆地景（図表 14）

と，寺社や御苑，庭園，町家などの市内各所に存在す

る貴重な歴史的資産である。京都では，これらの景観

の骨格を守りながら，多くの市民の尽力により，地域

ごとの暮らしに根差した特色ある景観と，全体として

の京都らしい景観を生み出し，時代とともに創造的に

発展させてきた。 

また，景観政策は，京都文化遺産の周辺環境の保全にも寄与しており，文化財保護政策と密接に

関連している。 

本市では，平成 19 年（2007）9 月に「新景観政策」として，50 年後，100 年後の将来を見据え

た景観政策の抜本的な見直しを行うとともに，それ以降も，政策が硬直化しないよう，絶えず刷新

を続けている。 

＜新景観政策の取組の経過＞ 

○ 新景観政策（平成 19 年（2007）9 月） 

優れた景観を守り，育て，活かしていくため，「建物の高さ」，「建物等のデザイン」，「眺望景観や

借景」（図表 15～図表 17），「屋外広告物」，「歴史的な町並み」の五つの柱と支援策から成る「新景

観政策」を実施 

 

3 つの区域 規制内容 

眺望空間保全区域 

（右図の赤い部分） 

視点場からの視対象への眺望を遮らないよ

う，建築物等の最高部が超えてはならない標

高を定める区域 

近景デザイン保全区域 

（右図の緑の部分） 

視点場から視認するこ

と が で き る 建 築 物 等

が，優れた眺望景観を

阻害しないよう，右記

の基準を定める区域 

建築物等の形態 

及び意匠 

遠景デザイン保全区域 

(右図の緑の点線の内側) 
建築物等の色彩 

 

 

 
 

 

○ 景観政策の進化（平成 23 年（2011）4 月） 

新景観政策の基本的枠組みは維持しつつ，市民と共に創造する景観づくりの仕組みを整備 

○ 歴史的景観の保全に関する景観政策の充実（平成 30 年（2018）10 月） 

京都の歴史的景観を保全していくため，眺望景観創生条例による規制の強化などを実施 

○ 新景観政策の更なる進化（令和元年（2019）12 月） 

地域の特性に応じたきめ細やかな景観形成を図り，建築物の景観に関する規制の見直しを実施  

図表 15 眺望景観の規制内容 図表 16 眺望景観の規制概念図 

（出典）平成 27 年(2015)度京都市景観白書 
 

図表 14 京都の景観の骨格の一つとなる盆地景 
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（出典）京都市ＨＰ  

図表 17 京都市眺望景観保全地域図 
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2．社会的状況 

（１）京都市の沿革 

明治 22年（1889）4 月 1日，我が国で初めて市制が実施され，全国で 31 の市が誕生し，その年

のうちに 39 市となった。このうち，国家的に重要な立場にあった東京市，大阪市，京都市の 3 大

市には「市制特例」が適用され，市長は府知事が兼任し，職務は府の官吏が代行した。 

こうした自治の制限に対し，3 大市の市民の間で特例廃止運動が起こり，約 10 年後の明治 31年

（1898）9 月末に特例が廃止された。そして 10 月 1 日，京都市も一般都市と同じ市制を施行する

ことになった。その後も京都市は，山科町，伏見市，淀町等の前近代の主要都市等の編入により，

複合性を有する都市として発展を続け，昭和 31 年（1956）9 月に指定都市制度が成立すると，政

令指定都市に移行した（図表 18～図表 20）。令和 3年 3 月現在，京都市は 11 区の行政区を有する

都市となっている。 

 

 
①明治 12 年（1879） 
～ 21 年（1888）の編入 

 
②大正 7 年（1918）の編入 

 

 
③昭和 6 年（1931）の編入 

図表 18 京都市域の変遷の様子 
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左京区

上京区

北区

小野郷村
中川村
衣笠村

野口村

鞍馬口村
下鴨村
田中村
白川村
上賀茂村
大宮村

鷹峰村
雲ケ畑村
岩倉村
八瀬村
大原村
静市野村
鞍馬村
花脊村
久多村
修学院村
松ケ崎村

昭和23年
(1948)

伏見区

右京区

西京区

大内村
朱雀野村
七条村

西院村
下嵯峨村
嵯峨村
京極村
梅津村
太秦村
花園村
梅ケ畑村
桂村
川岡村
松尾村

明治36年
(1903)

久世村
大原野村
大枝村

淀村
久我村
羽束師村

昭和25年
(1950)

昭和34年
(1959)

伏見町

昭和34年
(1959)

深草町

伏見市

下鳥羽村
横大路村
納所村
堀内村
向島村
竹田村

大正11年(1922)

昭和6年(1931)

吉祥院村
東九条村
上鳥羽村
深草村
柳原町

嵯峨町 昭和25年
(1950)

細野村
宇津村
山国村
弓削村
黒田村
周山村

昭和18年(1943)

平成17年
(2005)

周山町 京北町

昭和30年
(1955)

中京区

山科区

昭和51年(1976)

大正15年
(1926)

山科村
醍醐村

山科町

南区

大正12年
(1923)

昭和51年
(1976)

昭和32年
(1957)

昭和10年
(1935)

淀町

美豆村

北桑田郡

愛宕郡

葛野郡

明治35年
(1902)

乙訓郡

宇治郡

紀伊郡

綴喜郡

久世郡
大正7年
(1918)

明治27年
(1894)

昭和6年
(1931)

昭和6年
(1931)

昭和4年(1929)

昭和4年
(1929)

昭和4年(1929)

大正7年
(1918)

大正7年
(1918)

昭和11年
(1936)

昭和30年
(1955)

昭和24年
(1949)

昭和6年
(1931)

明治24年(1891)

昭和6年
(1931)

昭和24年
(1949)

昭和30年
(1955)

東山区

昭和4年
(1929)

昭和6年
(1931)

昭和32年
(1957)

下京区

図表 20 市制・町村制施行時からの京都市の変遷 
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（２）土地利用 

歴史的な視点から見ると，京都市域では，京都盆地を取り巻く山地，丘陵・段丘や，市域を流れ

る河川が形成する扇状地，自然堤防帯といった各地形の特徴に応じた土地利用がなされてきた（図

表 22）。 

山地では主な生業として林業が営まれている。京都市の林業は，御所へ木材を貢納する禁裏御料

地であった右京区京北や，茶の湯文化や数寄屋建築の隆盛とともに北山丸太の生産地となった北区

中川を中心とした北部山間地域のように都市の文化と密接に結び付いているところに特徴がある。 

山地と盆地の境界部には，丘陵と段丘が見られる。盆地東側の丘陵部には，知恩院，清水寺等の

寺社が立地し，丘陵一帯が名所となっている。また，盆地西側の丘陵部では，近世からたけのこの

栽培等が盛んである。 

段丘では，西陣や伏見のように近世までに市街地化が進んだ地域もあったが，地下水位が低いた

め，鷹峯や桃山をはじめ，多くは畑地や竹林，茶畑，果樹園として利用され，住宅地開発が進むの

は近代以降となった。 

扇状地では，京都盆地の北部に鴨川，紙屋川，白川などの河川が形成した複合扇状地が広がって

おり，平安京が造営されるなど，古くから市街地が形成されている。 

山科盆地の北東部や，西京区大原野の複合扇状地では，大部分が水田として利用されてきたが，

山科は交通の利便性の高さなどから近代以降に市街化が進んだ。 

自然堤防帯は，桂川の両岸や鴨川，宇治川の下流部に広く見られ，近世以前からの集落や寺社が

立地する。自然堤防の後背湿地は，長く水田として利用されてきたが，戦後には住宅地や工場用地

になっている。 

なお，本市では，市域の将来的な土地利用の方針を京都市都市計画マスタープラン（平成 24 年

（2012）2月策定）に定めており，地域の特性や資源を活かしつつ，市民の安心で快適な暮らしや

都市の活力の維持・向上を図るため，山間部から京都盆地の内部にかけて「保全・再生・創造」と

いう段階的な空間形成を基本としながら，各地域が公共交通等によりネットワークされた適正な土

地利用を誘導することとしている（図表 21）。さらに，京都市持続可能な都市構築プラン（平成 31

年（2019）3 月策定）において，歴史，文化，大学，観光，伝統，先端産業などの京都の特性を活

かし，多様な地域において「学術文化・交流・創造ゾーン」を形成し，新たな魅力や価値の創造に

つなげていくこととしている。 
 

 

  
（出典）京都市持続可能な都市構築プラン（平成 31 年（2019）3 月） 

図表 21 京都市都市計画マスタープランに掲げる「保全・再生・創造」の考え方のイメージ 



16 

 

 
（出典）奈良文化財研究所作成 

※ 国土地理院数値地図 50000 に「京都盆地の地震災害危険度マップ」（植村善博 1999『京都の地震環
境』）をトレースして重ね合わせた。 

図表 22 地形分類図 
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（３）人口 

京都市の人口は，平成 27年（2015）10 月 1 日現在 1,475,183 人となっており，昭和 40年（1965）

からの推移を見ても，近年は概ね横ばいとなっている。 

年齢 3区分別でみると，年少人口は昭和 55年（1980）から，生産年齢人口は概ね平成 12年（2000）

から減少が続いており，老年人口は昭和 40 年（1965）以降増加が続いている（図表 23）。 

今後の人口推移は，令和 27 年（2045）には，総人口が約 130 万人，老年人口が約 47万人（36%）

になると推計されており，人口減少と高齢化が進む傾向にある。全世帯に占める単身世帯の割合も，

平成 7 年（1995）は 35.5%（20.6 万世帯）であったが，平成 27年（2015）には 45.3％（32.0万世

帯）に増加しており，引き続き増加が見込まれる（図表 24）。 

 

 
（出典）総務省統計局「国勢調査」（平成 27 年（2015）まで），国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将

来推計人口（平成 30 年 3 月推計）」（令和 2 年（2020）以降） 

  

271,311 287,573 316,294 309,970 282,809 231,463 200,258 185,896 177,315
171,090 162,141

156,144 147,122 139,317 132,343 127,595 122,057

1,007,016
1,025,582

1,013,952 1,009,844 1,027,331
1,037,706

1,040,625
1,015,509

990,446 935,200
886,422

899,868 884,486
855,032

810,995
749,431

702,728

86,680 
106,010 

129,919 153,107 168,417 
184,959 213,403 252,963 292,927 330,047 

381,132 
415,738 

420,143 
428,969 

443,262 

466,375 
472,456 

1,365,007

1,419,165
1,461,059 1,473,065 1,479,218 1,461,103 1,463,822 1,467,785 1,474,811 1,474,015 1,475,183 1,471,750

1,451,751
1,423,318

1,386,600
1,343,401

1,297,241

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

年齢不詳 年少人口（0~14歳） 生産年齢人口（15~64歳） 老年人口（65歳以上）

（人）

図表 23 年齢３区分別人口の推移 
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（出典）総務省統計局「国勢調査（平成 7 年(1995)～平成 27 年(2015)」 

 

 

また，世界人口が令和 2 年（2020）から令和 32 年（2050）の 31 年間で 78 億人から 97 億人ま

で 20 億人近く増加すると推計されている（図表 25）ことや，TPP11 の発効をはじめとする世界

各国・地域間での経済連携が進んでいること，平成 30 年（2018）の出入国管理及び難民認定法の

改正により外国人労働者の受入れが拡大されていることなどから，今後，中長期的には，京都で暮

らす外国籍市民が増加していくことが見込まれている。一方で，こうした人口の社会増は，令和元

年（2019）に発生した新型コロナウィルス感染症の流行で顕在化したように，自然災害等の影響を

受けやすいものであり，様々な局面にもしなやかに対応できる持続可能な都市の構築，レジリエン

スの向上に取り組んでいく必要がある。 

 

 

 

 
（資料）United Nations, Department of Economic and Social Affairs, Population Division (2019).  

World Population Prospects 2019, Online Edition. Rev. 1. 
1950~2020 年: Estimates (推定値), 2030~2050 年: Medium variant (中位推計値) 
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図表 24 京都市の単身世帯数の推移 

図表 25 世界人口の将来推計 



19 

（４）交通 

京都市は，大阪，神戸，奈良，大津などの関西の各都市と，ＪＲ，阪急，京阪，近鉄等の各鉄道

で結ばれている（図表 27）。 

また，高速道路網として，大阪から京都を経て滋賀に名神高速が延びているほか，京都市と京都

府の北部地域を結ぶ京都縦貫道や京都高速の一部が開通している。 

さらに，関西国際空港からも一定のアクセスを確保しており，この交通アクセスの良さが，国内

外から多くの人々が京都を訪れる背景の一つとなっている。 

また，市内の公共交通ネットワークも概ね整備されており，京都市バスをはじめ，市街地を網羅

するバスネットワークのほか，東は六地蔵から西は太

秦天神川，北は国際会館から南は竹田までを結ぶ

市営地下鉄，中心部から嵐山や鞍馬等へ延びる私

鉄などが市民の重要な交通手段となっている。市

民が居住地から徒歩で最寄りの鉄道駅・バス停へ

到達し，待ち時間も含めて乗車するまでに要する

時間は，70%が 15 分以内，96%が 30 分以内であ

る（図表 28）。 

一方，歴史的な視点で見ると，京都では，旧街道

が形を変えつつも，京都と各地を結ぶネットワー

クの一部として，今も交通を支えている（図表 29）

ほか，市街地では，平安京以来の碁盤目状の道路区

画を今も残している（図表 26）。 

 

 

  

（出典）京都の都市景観（京都市都市計画局都市景観
部景観政策課，平成 26 年（2014）3 月改訂） 

図表 26 市街地の碁盤目状の道路区画の一部 
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図表 27 京都市の交通網 
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（出典）国土交通省「アクセシビリティ指標活用の手引き（案）」を基に本市作成 

 

図表 28 最寄りの鉄道駅，バス停へのアクセス性 
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（出典）「京都の文化的景観」調査報告書  

図表 29 京都と各地を結ぶ旧街道 




